滋賀県自閉症協会５０周年「感謝の会」　
（2023.7.30＠ホテルボストンプラザ草津）
この度、当会が創立50年を迎えたことを記念し、世界自閉症啓発デー滋賀県ブルーライトアップ実行委員会協賛も得て、「感謝の会」を開催しました。

第一部では、まず、当会 副会長の福永恒一郎より「親としてコミュニケーション支援を考える」と題して、
・現在滋賀県にて検討中の障がい者のコミュニケーションに関する条例の動きも背景に置きつつ、
・自閉症の子とのコミュニケーションには自閉症の特性も踏まえつつ我が子への深い観察のもとにコミュニケーションをとれるようになってきた状況、
・そうした経験も踏まえて、近年整備されつつある発達障がい者へのコミュニケーション支援を加速するきっかけとして、条例化に期待する思い
をお話させていただきました。

次に、「”ちょっと変わった”学生とせんせいとの悪戦苦闘した日々・・・・・」と題して、アーティストAju（あじゅ）さんと立命館大学スポーツ健康科学部教授の永浜明子先生の対談形式による講演を行いました。
大学生時代に、大人になってから発達障がいの診断を受け、障がい特性も踏まえた自己理解をどのように進めて来られたか、永浜先生によるＡｊｕさんの特性理解のもとで、スケジュールの見通しの持ち方や金銭管理などの日々の地域での生活をどのようにスムーズに送るようになってきているのか、Ａｊｕさんがご自身の障がいとどのように向き合ってきて、そうした自分を周囲の障がい理解につなげようとされているのかなど、とても示唆に富んだ貴重なお話を聴かせていただきました。

Ａｊｕさん・永浜先生にはこの場を借りて、改めて御礼申し上げます。

第二部では、来賓もお招きしての懇親会を執り行い、昔の話や現在の活動の様子など、様々な思い出話で大いに盛り上がり、創立50年という節目をこうして迎えることができたことをとても喜ばしく思います。
これまでの諸先輩方が築いてこられた礎をもとに、更なる共生社会の実現に向けて引き続き活動に取り組んでまいります。
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